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連結部
目地部
詳細図

標準歩掛り

カーブ敷設

36

20

30 80

テーパー座金 プレート
ボルト M16ボルト

L=35

R=無制限

R=20～30m

H 600～H 2000 

外カーブの場合 内カーブの場合

KS 800～KS 2200
H2100～H 3500 
KS 2300～KS 3400 

H 4000～H 5000 
KS 3600～KS 5000 

注意事項

据付準備

従来工法

合　計　 合　計　

カサロック

4日

5日

1.5日

0.5日
1日

1日1日

型枠組立て 製品切断

据付（ボルト固定）

養　生

解　体

仕上げ・完成 仕上げ・完成

コンクリート打設

12日 2日

工
期
短
縮

工期比較（施工延長70.0mの場合）

カサロック〈FRC製L型擁壁天端勾配調整用ブロック〉

基本形状図

●特長

形状・寸法
重量表

■断面図
　（A-A’)

■背面図

※H: 最低高さ　50mm

■寸法・重量表

250型
400型

50
50

75
75

270
420

呼　称 寸　法（mm）
B1 B2 H

33
51

参考重量
（kg） ※付属品

　ボルト、座金（M12）
　止水テープ

A'

A

400 型
（縦断

勾配 3
5％以

下）

250型（縦
断勾配 20

％以下）

1000

B1

H

B2

※
H75

1.高強度繊維強化セメント製。
　・設計基準強度=50N/mm2

2.型枠の組立、撤去、コンクリート打設、養生作業が不要なため、
製品設置後即埋め戻し作業が行え、大幅な工期短縮が可能で
す。

3.高低差が激しい場合でも、L型擁壁の背面で作業が行えるた
め、前面の足場が不要で、かつ安全に施工できます。

特許登録第4933489号

FRCNETIS掲載終了
QS-090018-A

■注意事項
擁壁を据付ける場合、許容地盤支持力の確認を行い、基礎栗石はランマー等で充分締固めます。また、擁壁を据付けた時、前壁が垂直
に対し1.5％～3.0％の勾配となるよう、基礎コンクリート上面において調整を行い、また、擁壁吊り上げ施工中は、製品の下に絶対人が
入らないように注意して下さい。

世　　話　　役
ブロック工
普通作業員

クレ ー ン 賃 料
諸　雑　費　率

人
人
人
日
規　格
％

0.222
0.222
0.667
0.222

バックホウ2.9t吊り
16

0.263
0.263
0.789
0.268

ラフテレーンクレーン25t吊り
18

0.333
0.333
1.000
0.333

ラフテレーンクレーン25t吊り
20

0.417
0.417
1.250
0.417

ラフテレーンクレーン25t吊り
21

名　　　称 単　位 擁　　壁　　高　　さ
600～1000 1100～2000 2100～3500 4000～5000

■参考歩掛り表

●製品長L＝2000を標準とする。　
　諸経費は、敷モルタル、目地モルタル材料等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし、必要に応じて計上する。

（10m当り）

インフラウォール/
カサロック

※ガードレール等の衝突荷重については対応不可です。
　ガードパイプ等の設置についてはご相談ください。

従来、現場打ちコンクリートで構築していた、L型擁壁の嵩上げ部分をプレキャスト化しました。

■据付準備
１．調整された基礎コンクリート上に不陸調整用空練モルタル
（10～20mm）を敷均します。
２．丁張は、水糸が垂れ下がらない間隔を設け、上下2点で張れ
ば、より精度を高めます。

３．擁壁の吊り上げ方法は、水抜穴を利用し、クレーンにて所定
の位置にセットします。

４．ブロック間の連結は、
　モルタル（H 600～H 2000）（KS 800～KS 2200)
　ボルト（H＝2100～3500）（KS 2300～KS 3400）
　プレート（H=4000～5000）（KS 3600～5000）
　にて締付けます。
５．水抜き穴部は非腐食性フィルター材を張り付けます。
６．埋め戻し土砂のまき出し厚さは、200～300mm程度とし、プ
レートランマー等で充分締固めながら仕上げます。その時埋
め戻し土砂の後方押し出し方式は絶対に行わないで下さい。

連結用ボルト
土粒子止め
フィルター

土粒子止め
シール

まき出し厚さ
200～300mm

敷モルタル
基礎コンクリート
基礎材




